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内耳幹/前駆細胞は sphere forming assay を用いて、内耳の分化した細胞から
分離できることが Heller らのグループから報告され、作製された otosphere に
含まれるとしている。otosphere の特徴についてはこれまでいくつかの報告例
があるが、大部分はまだ知られていない。そこで新生仔マウス蝸牛感覚上皮細
胞を単離培養して otosphere を作製し、cDNA マイクロアレイを用いて、





ミングおよび分化した細胞の除去法を検討した。継代 1 回、8～10 日間の培養
で、幹細胞を多く含む otosphere と分化した細胞を多く含む otosphere の大き
さが有意差をもって異なることを利用して、フィルターを用いて、大部分の分























遺伝子プロファイルを調べ、otosphereの stemness (幹細胞らしさ) に関わる遺伝
子を同定することとした。 
本研究では、マウス蝸牛幹／前駆細胞を内包する solid otosphere を高純度に収集




を抽出した。GO解析では stemnessという用語を含む GO termは存在しなかっ





  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認
める。 
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